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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ ル チ ト ー ル 、 ガ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 お よ び グ ル コ マ ン ナ ン を 含 む 難 消 化 性 食 品 成 分 を 有 効  
成 分 と し て 含 む 、 運 動 時 の 脂 質 代 謝 を 促 進 す る た め の 組 成 物 で あ っ て 、
こ こ に お い て 、 運 動 が 、 最 大 酸 素 摂 取 量 Ｖ Ｏ ２ m a x の ７ ０ ～ ８ ０ ％ の 負 荷 の 運 動 で あ る 、
前 記 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 難 消 化 性 食 品 成 分 を 、 組 成 物 中 ０ ． １ ％ ｗ ／ ｗ ～ ２ ０ ％ ｗ ／ ｗ 含 む 、 請 求 項 １ に 記  
載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 組 成 物 を 摂 取 し た 場 合 、 摂 取 し な い 場 合 と 比 較 し て 、 運 動 中 の 脂 肪 酸 化 量 が 増 加 す  
る 、 及 び ／ 又 は 、 糖 質 酸 化 量 の 減 少 す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 組 成 物 が 、 飲 食 品 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 飲 食 品 が 乳 製 品 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 乳 製 品 が 、 乳 飲 料 で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 運 動 の ３ ～ ５ 時 間 前 に 適 用 す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 組 成 物 。

請求項の数　9　（全10頁）　最終頁に続く
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【 請 求 項 ８ 】
　 肥 満 ま た は メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 予 防 ま た は 治 療 に 用 い ら れ る 、 請 求 項 １ ～ ７ の  
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ９ 】
　 持 久 力 が 必 要 な 競 技 ま た は 体 重 制 限 あ る 競 技 の ア ス リ ー ト に 適 用 す る 、 請 求 項 １ ～ ７ の  
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 組 成 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 運 動 に よ る 脂 質 の 代 謝 を 促 進 さ せ る た め の 組 成 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 通 常 、 運 動 時 に は 、 先 に グ リ コ ー ゲ ン が 優 先 的 に 利 用 さ れ る が 、 や が て 脂 肪 の 利 用 が 始  
ま る 。 脂 肪 組 織 に 蓄 え ら れ た 脂 肪 は 加 水 分 解 さ れ 、 脂 肪 酸 と グ リ セ ロ ー ル に な り 、 脂 肪 酸  
は ア ル ブ ミ ン と 結 合 し て 血 中 を 運 ば れ 、 か ら だ の 各 組 織 の 細 胞 に 渡 さ れ 、 細 胞 内 に 取 り 込  
ま れ た 脂 肪 酸 は 、 ミ ト コ ン ド リ ア で 酸 化 さ れ 、 エ ネ ル ギ ー を 放 出 す る 。
　 肥 満 の 予 防 ま た は 治 療 の た め に 、 食 事 制 限 療 法 と 運 動 療 法 と の 組 み 合 わ せ が 用 い ら れ る  
が 、 運 動 時 に お い て 、 脂 質 代 謝 が 優 先 し て 促 進 さ れ る こ と は 体 脂 肪 率 の 低 下 に 好 ま し い 。  
ま た 、 体 重 制 限 等 が あ る ア ス リ ー ト に お い て も 、 体 重 調 整 中 に 筋 肉 で は な く 脂 肪 を 優 先 的  
に 除 去 す る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 、 持 久 力 を 必 要 と す る 運 動 競 技 に お い て は 、 競 技 序 盤  
に 脂 肪 由 来 の エ ネ ル ギ ー を 使 用 し 、 後 半 の 勝 負 所 に 、 糖 質 由 来 の エ ネ ル ギ ー を 温 存 で き れ  
ば 成 績 の 向 上 が 期 待 で き る 。
　 一 方 、 健 常 成 人 に お い て 難 消 化 性 食 品 成 分 を 摂 取 し た 場 合 に 、 大 腸 内 で 腸 内 細 菌 が 水 素  
ガ ス を 発 生 さ せ る こ と が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 、 非 特 許 文 献 １ ） 。 し か し な が ら 、 難  
消 化 性 食 品 成 分 の 運 動 に よ る 脂 質 の 代 謝 を 効 率 的 に 促 進 さ せ る 効 果 は 知 ら れ て い な い 。
【 文 献 】 W O  2 0 1 7 / 0 5 7 7 1 8
【 文 献 】 J  F u n c t i o n a l  F o o d s  3 5 : 1 3 - 2 3 , 2 0 1 7
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 運 動 時 の 脂 質 代 謝 を 促 進 さ せ る た め の 組 成 物 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 マ ル チ ト ー ル 、 ガ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 、 グ ル コ マ ン ナ ン  
、 ラ ク ト ー ス 、 フ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 、 イ ソ マ ル ト オ リ ゴ 糖 、 セ ロ ビ オ ー ス 、 キ シ ロ オ リ ゴ 糖  
、 キ シ リ ト ー ル 、 ソ ル ビ ト ー ル 、 エ リ ト リ ト ー ル 、 マ ン ニ ト ー ル 、 ペ ク チ ン 、 レ ジ ス タ ン  
ト ス タ ー チ 、 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン お よ び 還 元 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン か ら な る 群 よ り 選 択  
さ れ る ２ 又 は ３ 種 類 以 上 の 難 消 化 性 食 品 成 分 を 有 効 成 分 と し て 含 む 組 成 物 は 、 運 動 時 の 脂  
質 代 謝 を 促 進 さ せ る 効 果 が あ る こ と を 発 見 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 上 記 難 消 化 性 食 品 成 分 を 有 効 成 分 と し て 含 む 、 運 動 時 の 脂 質 代 謝  
を 促 進 さ せ る た め の 組 成 物 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 態 様 は 下 記 が あ げ ら れ る 。
　 ［ １ ］
　 マ ル チ ト ー ル 、 ガ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 、 グ ル コ マ ン ナ ン 、 ラ ク ト ー ス 、 フ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 、  
イ ソ マ ル ト オ リ ゴ 糖 、 セ ロ ビ オ ー ス 、 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 、 キ シ リ ト ー ル 、 ソ ル ビ ト ー ル 、 エ  
リ ト リ ト ー ル 、 マ ン ニ ト ー ル 、 ペ ク チ ン 、 レ ジ ス タ ン ト ス タ ー チ 、 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン  
お よ び 還 元 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る ２ 又 は ３ 種 類 以 上 の 難 消 化 性  
食 品 成 分 を 有 効 成 分 と し て 含 む 、 運 動 時 の 脂 質 代 謝 を 促 進 す る た め の 組 成 物 。
　 ［ ２ ］



10

20

30

40

50

JP 7656851 B2 2025.4.4(3)

　 難 消 化 性 食 品 成 分 が 、 マ ル チ ト ー ル と ガ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 と グ ル コ マ ン ナ ン と を 含 む 、 ［  
１ ］ に 記 載 の 組 成 物 。
　 ［ ３ ］
　 運 動 が 、 最 大 酸 素 摂 取 量 Ｖ Ｏ ２ m a x の ２ ０ ～ ８ ０ ％ の 負 荷 の 運 動 で あ る 、 ［ １ ］ ま た は
［ ２ ］ に 記 載 の 組 成 物 。
　 ［ ４ ］
　 運 動 が 、 最 大 酸 素 摂 取 量 Ｖ Ｏ ２ m a x の ７ ０ ～ ８ ０ ％ の 負 荷 の 運 動 で あ る 、 ［ ３ ］ に 記 載  
の 組
成 物 。
　 ［ ５ ］
　 前 記 難 消 化 性 食 品 成 分 を 、 組 成 物 中 約 ０ ． １ ％ ｗ ／ ｗ ～ 約 ２ ０ ％ ｗ ／ ｗ 含 む 、 ［ １ ］ ～  
［ ４ ］ の い ず れ か に 記 載 の 組 成 物 。
　 ［ ６ ］
　 前 記 組 成 物 が 、 飲 食 品 で あ る 、 ［ １ ］ ～ ［ ５ ］ の い ず れ か に 記 載 の 組 成 物 。
　 ［ ７ ］
　 前 記 飲 食 品 が 乳 製 品 で あ る 、 ［ ６ ］ に 記 載 の 組 成 物 。
　 ［ ８ ］
　 前 記 乳 製 品 が 、 乳 飲 料 で あ る 、 ［ ７ ］ に 記 載 の 組 成 物 。
　 ［ ９ ］
　 運 動 の 約 ３ ～ ５ 時 間 前 に 適 用 す る 、 ［ １ ］ ～ ［ ８ ］ の い ず れ か に 記 載 の 組 成 物 。
　 ［ １ ０ ］
　 肥 満 ま た は メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 予 防 ま た は 治 療 に 用 い ら れ る 、 ［ １ ］ ～ ［ ９ ］  
の い ず れ か に 記 載 の 組 成 物 。
　 ［ １ １ ］
　 持 久 力 が 必 要 な 競 技 ま た は 体 重 制 限 あ る 競 技 の ア ス リ ー ト に 適 用 す る 、 ［ １ ］ ～ ［ ９ ］  
の い ず れ か に 記 載 の 組 成 物 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 に よ れ ば 、 運 動 時 の 脂 質 代 謝 を 促 進 さ せ る 組 成 物 及 び 方 法 を 提 供 す る こ  
と が で き る 。 本 発 明 の 組 成 物 に よ れ ば 、 運 動 時 に お い て 、 脂 質 代 謝 を 優 先 し て 促 進 す る こ  
と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 組 成 物 を 、 短 時 間 の 運 動 と 組 み 合 わ せ た 場 合 に 、 無 理  
な く 減 量 で き る の で 、 肥 満 ま た は メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 予 防 ま た は 治 療 に 用 い る こ  
と が で き る 。 本 発 明 の 組 成 物 は 、 体 重 制 限 等 が あ る ア ス リ ー ト に お い て も 、 体 重 調 整 中 に  
筋 肉 で は な く 脂 肪 を 優 先 的 に 除 去 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 組 成 物 は 、 持 久 力  
を 必 要 と す る 運 動 競 技 に お い て は 、 競 技 序 盤 に 脂 肪 由 来 の エ ネ ル ギ ー を 使 用 し 、 後 半 の 勝  
負 所 に 、 糖 質 由 来 の エ ネ ル ギ ー を 温 存 で き る の で 、 成 績 の 向 上 が 期 待 で き る 。       
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 難 消 化 性 食 品 成 分 添 加 牛 乳 を 摂 取 し た 場 合 の 運 動 開 始 か ら ６ ０ 分 間 の 脂  
肪 酸 化 量 の 経 時 変 化 を 、 プ ラ セ ボ 飲 料 を 摂 取 し た 場 合 と の 比 較 に よ り 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 難 消 化 性 食 品 成 分 添 加 牛 乳 を 摂 取 し た 場 合 の 運 動 開 始 か ら ６ ０ 分 間 の 糖  
質 酸 化 量 （ Ｃ ） （ 多 糖 類 の 酸 化 量 ） の 経 時 変 化 を 、 プ ラ セ ボ 飲 料 を 摂 取 し た 場 合 と の 比 較  
に よ り 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 難 消 化 性 食 品 成 分 添 加 牛 乳 を 摂 取 し た 場 合 の 運 動 開 始 か ら ６ ０ 分 間 の 糖  
質 酸 化 量 （ Ｇ ） （ グ ル コ ー ス の 酸 化 量 ） の 経 時 変 化 を 、 プ ラ セ ボ 飲 料 を 摂 取 し た 場 合 と の  
比 較 に よ り 示 す 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 難 消 化 性 食 品 成 分 添 加 牛 乳 を 摂 取 し た 場 合 の 運 動 開 始 か ら ６ ０ 分 間 の 呼  
吸 交 換 比 の 経 時 変 化 を 、 プ ラ セ ボ 飲 料 を 摂 取 し た 場 合 と の 比 較 に よ り 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 発 明 に お い て 『 最 大 酸 素 摂 取 量 Ｖ Ｏ ２ m a x 』 と は 、 ト レ ッ ド ミ ル や 自 転 車 エ ル ゴ メ ー  
タ ー を 使 用 し て 、 段 階 的 に 負 荷 を 上 げ て い き 、 負 荷 を 上 げ て い っ て も 、 酸 素 消 費 量 が 変 化  
し な く な っ た と き の 酸 素 摂 取 量 を い う 。
　 本 発 明 に お い て 『 運 動 』 は 、 低 強 度 運 動 ～ 高 強 度 運 動 が 包 含 さ れ 、 例 え ば 、 最 大 酸 素 摂  
取 量 Ｖ Ｏ ２ m a x の ２ ０ ～ ８ ０ ％ の 負 荷 の 運 動 が あ げ ら れ る 。 こ こ で 、 高 強 度 運 動 は 、 Ｖ Ｏ ２
m a x 6 5 ％ 以 上 の 負 荷 、 中 強 度 運 動 は 、 Ｖ Ｏ ２ m a x  4 5 ～ 6 5 ％ の 負 荷 、 低 強 度 は 、 Ｖ Ｏ ２ m  
a x 4 5 ％ 以 下 の 負 荷 の 運 動 を い う 。 最 大 酸 素 摂 取 量 Ｖ Ｏ ２ m a x の ２ ０ ％ の 負 荷 の 運 動 と は 、  
心 拍 数 が 9 0 前 後 く ら い の 運 動 強 度 で あ り 、 ウ ォ ー キ ン グ が あ げ ら れ る 。 運 動 は 、 好 ま し く  
は 、 高 強 度 運 動 で あ る 。 好 ま し い 高 強 度 運 動 は 、 生 体 の 抗 酸 化 防 御 機 能 を 上 回 る 顕 著 な 量  
の 活 性 酸 素 が 発 生 す る よ う な 運 動 で あ り 、 好 ま し く は 、 Ｖ Ｏ ２ m a x の ７ ０ ～ ８ ０ ％ の 負 荷  
の 運 動 で あ り 、 よ り 好 ま し く は 、 ７ ５ ％ Ｖ Ｏ ２ m a x 以 上 の 負 荷 の 運 動 で あ る 。 本 発 明 の 組  
成 物 を 用 い た 場 合 に 、 下 記 実 施 例 で 実 証 さ れ て い る よ う に 、 約 ３ 分 ～ 約 １ 時 間 の 運 動 に お  
い て 、 脂 質 代 謝 の 亢 進 が み ら れ た 。
　 Ｖ Ｏ ２ m a x の ７ ０ ～ ８ ０ ％ の 運 動 と し て は 、 例 え ば 、 持 久 力 競 技 が あ げ ら れ る が 、 一 連  
の ト レ ー ニ ン グ が 上 記 を 満 た せ ば 、 そ の 他 の 運 動 も 含 ま れ る 。
　 本 発 明 の 組 成 物 が 適 用 さ れ る 好 ま し い 時 間 は 、 運 動 の 種 類 及 び 時 間 に も よ る が 、 効 果 的  
な の は 、 一 般 的 に 運 動 の 約 ３ ～ ５ 時 間 前 の 適 用 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に お い て 『 持 久 力 を 必 要 と す る 競 技 』 と し て は 、 例 え ば 、 マ ラ ソ ン 、 陸 上 中 長 距  
離 、 水 泳 中 ・ 長 距 離 、 自 転 車 ロ ー ド 、 ク ロ ス カ ン ト リ ー 、 ス ピ ー ド ス ケ ー ト 長 距 離 な ど が  
あ げ ら れ る 。
　 本 発 明 に お い て 『 体 重 制 限 あ る 競 技 』 と し て は 、 例 え ば 、 柔 道 、 レ ス リ ン グ 、 ボ ク シ ン  
グ な ど が あ げ ら れ る 。 ま た 、 全 競 技 に お い て 、 ベ ス ト 体 重 を 維 持 す る た め の 体 重 管 理 も 含  
む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に お い て 『 難 消 化 性 食 品 成 分 』 と は 、 小 腸 で 消 化 吸 収 さ れ な い か 若 し く は 消 化 吸  
収 さ れ に く い 食 品 成 分 を い う 。
　 本 発 明 に お い て 『 マ ル チ ト ー ル 』 と は 、 ４ － Ｏ － α － Ｄ － グ ル コ ピ ラ ノ シ ル － Ｄ － グ ル  
シ ト ー ル で あ り 、 還 元 麦 芽 糖 と も 呼 ば れ る 。
　 本 発 明 に お い て 『 ガ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 』 と は 、 ４ ’ － ガ ラ ク ト シ ル ラ ク ト ー ス で あ る 。
　 本 発 明 に お い て 『 グ ル コ マ ン ナ ン 』 と は 、 グ ル コ ー ス と マ ン ノ ー ス が お よ そ ２ ： ３ の 割  
合 で β － １ ， ４ － 結 合 で 直 鎖 上 に 連 な っ た 多 糖 で あ る 。 本 発 明 に 用 い る グ ル コ マ ン ナ ン の  
重 合 度 は 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に お い て 『 フ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 』 と は 、 ス ク ロ ー ス （ グ ル コ ー ス と フ ル ク ト ー ス が  
α － １ ， ２ － グ リ コ シ ド 結 合 し た 糖 ） の フ ル ク ト ー ス 部 分 に 、 さ ら に １ ま た は 複 数 の Ｄ －  
フ ル ク ト ー ス が β － ２ ， １ － グ リ コ シ ド 結 合 に よ り 結 合 し た 多 糖 で あ る 。 本 発 明 に 用 い る  
フ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 の 重 合 度 は 特 に 限 定 さ れ な い 。 本 発 明 に 用 い る フ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 と し て  
好 ま し い も の に は 、 ケ ス ト ー ス 、 ニ ス ト ー ス 、 フ ラ ク ト シ ル ニ ス ト ー ス が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 『 イ ソ マ ル ト オ リ ゴ 糖 』 と は 、 グ ル コ ー ス を 基 本 構 成 単 位 と す る 多 糖 で  
あ っ て 、 α － １ ， ６ － 結 合 、 α － １ ， ４ － 結 合 、 α － １ ， ３ － 結 合 を １ カ 所 以 上 含 む も の  
で あ る 。 本 発 明 に 用 い る イ ソ マ ル ト オ リ ゴ 糖 の 重 合 度 は 特 に 限 定 さ れ な い 。 本 発 明 に 用 い  
る イ ソ マ ル ト オ リ ゴ 糖 と し て 好 ま し い も の に は 、 イ ソ マ ル ト ー ス 、 イ ソ マ ル ト ト リ オ ー ス  
、 パ ノ ー ス が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 『 キ シ ロ オ リ ゴ 糖 』 と は 、 キ シ ロ ー ス が ２ ～ ７ 個 程 度 、 β － １ ， ４ － 結  
合 し た 構 造 を 有 す る 多 糖 で あ る 。
　 本 発 明 に お い て 『 ペ ク チ ン 』 と は 、 ガ ラ ク ツ ロ ン 酸 が α － １ ， ４ － 結 合 し た ポ リ ガ ラ ク  
ツ ロ ン 酸 が 主 成 分 の 複 合 多 糖 類 で あ る 。 本 発 明 に 利 用 可 能 な ペ ク チ ン の 分 子 量 は 特 に 限 定  



10

20

30

40

50

JP 7656851 B2 2025.4.4(5)

さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に お い て 『 レ ジ ス タ ン ト ス タ ー チ 』 と は 、 ヒ ト の 小 腸 ま で の 消 化 器 官 に お い て 消  
化 さ れ ず に 大 腸 に 届 く デ ン プ ン お よ び デ ン プ ン 分 解 物 の 総 称 で あ る 。 レ ジ ス タ ン ト ス タ ー  
チ （ Ｒ Ｓ ） は 、 そ の 特 性 に よ り ４ つ の タ イ プ に 分 類 さ れ る 。 タ イ プ １ （ Ｒ Ｓ １ ） は 精 製 度  
の 低 い 穀 粒 の よ う な α － ア ミ ラ ー ゼ 等 の 消 化 酵 素 が 作 用 し な い デ ン プ ン 、 タ イ プ ２ （ Ｒ Ｓ  
２ ） は ア ミ ロ ー ス 含 量 の 多 い デ ン プ ン 、 タ イ プ ３ （ Ｒ Ｓ ３ ） は 加 熱 調 理 等 に よ り 糊 化 し た  
後 、 冷 め て い く 過 程 で 構 造 が 変 化 し た 老 化 デ ン プ ン 、 タ イ プ ４ （ Ｒ Ｓ ４ ） は 加 工 デ ン プ ン  
（ 化 学 修 飾 デ ン プ ン ） で あ る 。 本 発 明 に お い て は 、 い ず れ の タ イ プ の レ ジ ス タ ン ト ス タ ー  
チ を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に お い て 『 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン 』 と は 、 デ ン プ ン に 微 量 の 酸 を 添 加 し て 高 温 で  
加 水 分 解 し 、 α － ア ミ ラ ー ゼ お よ び グ ル コ ア ミ ラ ー ゼ で 加 水 分 解 し た も の よ り 精 製 さ れ た  
食 物 繊 維 で あ る 。 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン は 、 平 均 分 子 量 約 ２ ， ０ ０ ０ の グ ル カ ン で あ り 、  
デ ン プ ン が 本 来 有 す る α － １ ， ４ － 結 合 お よ び α － １ ， ６ － 結 合 に 加 え 、 α － １ ， ２ － 結  
合 お よ び α － １ ， ３ － 結 合 な ど を 有 し て 、 原 料 デ ン プ ン と 比 較 し て 枝 分 か れ の 発 達 し た 構  
造 を 有 し て い る 。 還 元 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン は 、 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン に 対 し て 還 元 処 理  
を 行 っ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 に お け る 難 消 化 性 食 品 成 分 の 添 加 量 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 量 が 多 す ぎ  
る 場 合 に は 下 痢 の 副 作 用 の 可 能 性 が あ る の で 、 好 ま し く は 、 組 成 物 の 重 量 に 対 し て 難 消 化  
性 食 品 成 分 の 組 合 せ を ０ ． １ ％ ｗ ／ ｗ ～ ２ ０ ％ ｗ ／ ｗ 、 好 ま し く は ０ ． ５ ％ ｗ ／ ｗ ～ １ ５  
％ ｗ ／ ｗ 、 更 に 好 ま し く は １ ％ ｗ ／ ｗ ～ １ ０ ％ ｗ ／ ｗ 、 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 難 消 化 性 食 品 成 分 の 各 成 分 間 の 重 量 比 率 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 当 業 者 が 適 宜 設 定 す る こ と  
が で き る 。 例 え ば 、 難 消 化 性 食 品 成 分 の 各 成 分 は 、 難 消 化 性 食 品 成 分 の 全 体 の 重 量 に 対 し  
て 、 少 な く と も ０ ． ５ ％ 以 上 、 １ ％ 以 上 、 ５ ％ 以 上 、 １ ０ ％ 以 上 、 ２ ０ ％ 以 上 の 重 量 比 率  
で 含 ま れ る こ と が 好 ま し い 。 難 消 化 性 食 品 成 分 の 各 成 分 は 、 難 消 化 性 食 品 成 分 の 全 体 に 対  
し て 等 量 ず つ 含 ま れ て い て も よ く 、 ま た は 互 い に 異 な る 重 量 比 率 で 含 ま れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 難 消 化 性 食 品 成 分 の 各 成 分 の 添 加 量 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 量 が 多 す ぎ る 場 合 に は 下  
痢 の 副 作 用 の 可 能 性 が あ る の で 、 例 え ば 、 組 成 物 に 含 ま れ る マ ル チ ト ー ル の 濃 度 は ０ ． １  
％ ｗ ／ ｗ ～ ３ ％ ｗ ／ ｗ 、 好 ま し く は ０ ． ５ ％ ｗ ／ ｗ ～ ２ ． ５ ％ ｗ ／ ｗ 、 ０ ． ８ ％ ｗ ／ ｗ ～  
１ ． ５ ％ ｗ ／ ｗ で あ っ て よ く 、 組 成 物 に 含 ま れ る ガ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 の 濃 度 は ０ ． １ ％ ｗ ／  
ｗ ～ ３ ％ ｗ ／ ｗ 、 好 ま し く は ０ ． ５ ％ ｗ ／ ｗ ～ ２ ． ５ ％ ｗ ／ ｗ 、 ０ ． ８ ％ ｗ ／ ｗ ～ １ ． ５  
％ ｗ ／ ｗ で あ っ て よ く 、 そ し て 、 組 成 物 に 含 ま れ る グ ル コ マ ン ナ ン の 濃 度 は 、 ０ ． １ ％ ｗ  
／ ｗ ～ ２ ． ５ ％ ｗ ／ ｗ 、 好 ま し く は ０ ． １ ％ ｗ ／ ｗ ～ ２ ． ０ ％ ｗ ／ ｗ で あ っ て よ い 。 上 記  
の 濃 度 は 、 組 成 物 の 重 量 に 対 す る 濃 度 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 は 、 好 ま し く は 飲 食 品 で あ る 。 飲 食 品 は 食 品 （ サ プ リ メ ン ト を 含 む ） ま  
た は 飲 料 で あ る 限 り 特 に 限 定 さ れ な い が 、 よ り 好 ま し く は 乳 製 品 で あ る 。 乳 製 品 は 、 生 乳  
ま た は 加 工 乳 を 原 料 に 使 用 し た 食 品 ま た は 飲 料 で 有 る 限 り 特 に 限 定 さ れ な い が 、 好 ま し い  
態 様 に お い て 本 発 明 の 組 成 物 は 乳 飲 料 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 明 細 書 に お い て 乳 飲 料 と は 、 生 乳 ま た は 加 工 乳 を 原 料 に 乳 由 来 で な い 成 分 を 添 加 し た  
飲 料 を 意 味 す る 。 乳 飲 料 は 、 脱 脂 粉 乳 を さ ら に 含 ん で い て も よ い 。 乳 飲 料 は ま た 、 添 加 す  
る 成 分 と し て 、 コ ー ヒ ー 、 果 汁 、 香 料 な ど 味 や 香 り 等 の 嗜 好 を 調 整 す る も の や 、 ビ タ ミ ン  
や ミ ネ ラ ル な ど の 栄 養 素 を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 の 形 態 は 、 ヒ ト が 摂 取 す る の に 適 し た 形 態 で あ る 限 り 特 に 限 定 さ れ ず 、  
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例 え ば 、 液 体 、 懸 濁 液 （ 分 散 液 状 ） 、 乳 濁 液 、 半 固 体 、 ペ ー ス ト 、 粉 末 、 顆 粒 、 錠 剤 、 タ  
ブ レ ッ ト 剤 、 カ プ セ ル 剤 、 ま た は 丸 剤 の 形 態 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 本 発 明 の 組 成 物 は 、  
甘 味 料 、 防 腐 剤 、 着 色 料 、 酸 化 防 止 剤 、 ま た は 香 料 等 の 添 加 剤 を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 は 、 運 動 時 の 脂 質 の 代 謝 促 進 に 非 常 に 効 果 が あ る 。 本 発 明 の 組 成 物 に よ  
れ ば 、 運 動 時 に お い て 糖 質 代 謝 よ り 、 脂 質 代 謝 を 優 先 し て 促 進 す る こ と が で き る 。
本 発 明 の 組 成 物 の 効 果 は 、 脂 肪 酸 化 量 及 び 糖 質 酸 化 量 を 測 定 す る こ と に よ っ て 確 認 す る こ  
と が で き る 。 脂 肪 酸 化 量 及 び 糖 質 酸 化 量 の 測 定 と し て は 、 自 転 車 エ ル ゴ メ ー タ ー と エ ネ ル  
ギ ー 代 謝 分 析 器 を 用 い て 測 定 す る こ と が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 の 組 成 物 は 、 運 動 と 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 脂 質 の 代 謝 促 進 、 体 脂 肪 の 減 少 、 肥  
満 の 予 防 又 は 治 療 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 予 防 又 は 治 療 な ど に 用 い る こ と が で き る  
。 ま た 、 本 発 明 の 組 成 物 は 、 体 重 制 限 等 が あ る ア ス リ ー ト に お い て も 、 体 重 調 整 中 に 筋 肉  
で は な く 脂 肪 を 優 先 的 に 除 去 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 組 成 物 は 、 持 久 力 を 必  
要 と す る 運 動 に お い て は 、 競 技 序 盤 に 脂 肪 由 来 の エ ネ ル ギ ー を 使 用 し 、 後 半 の 勝 負 所 に 、  
糖 質 由 来 の エ ネ ル ギ ー を 温 存 で き る の で 、 成 績 の 向 上 が 期 待 で き る 。
　 本 発 明 の 組 成 物 の 効 果 は 、 例 え ば 、 二 重 盲 検 ラ ン ダ ム 化 ク ロ ス オ ー バ ー デ ザ イ ン （ 同 じ  
被 験 者 で 、 試 験 食 ＋ 運 動 の 試 行 と プ ラ セ ボ ＋ 運 動 の 試 行 と の 間 １ ～ ２ 週 間 の 休 業 期 間 を 設  
け た 試 験 を 実 施 し 、 そ の 効 果 を 比 較 す る ） に て 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 但 し 、 下 記 実 施 例 は 本 発 明 の １  
例 に 過 ぎ な く 、 本 発 明 の 権 利 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。
[ 実 施 例 １ ]
本 発 明 の 組 成 物 に よ る 運 動 時 の 脂 質 の 代 謝 促 進 試 験
【 方 法 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
＜ 被 験 者 ＞
食 物 ア レ ル ギ ー （ 乳 ） お よ び 強 い 乳 糖 不 耐 症 （ 牛 乳 を 飲 め ば 下 痢 に な る ） を 持 た な い 健 常  
成 人 男 性 8 名 （ 平 均 年 齢 2 5 . 6 歳 ） を 対 象 と し た 。 本 試 験 前 に 、 自 転 車 ペ ダ リ ン グ 運 動 に て  
V O 2 m a x  ( m l / k g / m i n ) を 決 定 し た 。
【 表 １ 】

＜ 試 験 食 ＞
難 消 化 性 食 品 成 分 添 加 牛 乳 （ 生 乳 ４ ４ ％ 、 脱 脂 乳 ４ ． ７ ５ ％ 、 に マ ル チ ト ー ル １ ． １ ％ 、  
ガ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 １ ． ５ ５ ％ 、 グ ル コ マ ン ナ ン ０ ． １ １ ％ 、 コ ハ ク 酸 モ ノ グ リ セ ラ イ ド ０  
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． ２ ％ 、 水 ４ ８ ． ２ ９ ％ を 混 合 さ せ た 飲 料 ） を ２ ０ ０ ｍ ｌ 用 い た 。 ま た 、 プ ラ セ ボ 飲 料 ２  
０ ０ ｍ ｌ （ 粉 飴 ５ ％ 、 乳 タ ン パ ク 質 ３ ． ５ ％ 、 デ キ ス ト リ ン ３ ％ 、 グ ラ ニ ュ ー 糖 ２ ． ３ ％  
、 無 塩 バ タ ー １ ． ８ ３ ％ 、 精 製 塩 ０ ． ０ ２ ％ 、 微 結 晶 セ ル ロ ー ス ０ ． ３ ％ 、 コ ハ ク 酸 モ ノ  
グ リ セ ラ イ ド ０ ． ２ ％ 、 ミ ル ク フ レ ー バ ー ０ ． ０ ２ ％ 、 水 ８ ３ . ８ ３ ％ を 混 合 さ せ た 飲 料 ）  
を ２ ０ ０ ｍ ｌ 使 用 し た 。 両 試 料 間 の 見 た 目 や 味 に 加 え カ ロ リ ー も 殆 ど 同 じ に 調 整 し て お り  
、 二 重 盲 検 試 験 が 十 分 に 可 能 な レ ベ ル で あ っ た 。
　 　 　 ＜ 試 験 プ ロ ト コ ー ル ＞
運 動 ＋ プ ラ セ ボ 、 運 動 ＋ 難 消 化 性 食 品 成 分 添 加 牛 乳 の 2 試 行 を 二 重 盲 検 ラ ン ダ ム 化 ク ロ ス  
オ ー バ ー デ ザ イ ン （ 同 じ 被 験 者 が 異 な る 週 に 試 験 食 と プ ラ セ ボ を 飲 ん で 比 較 ） に て 実 施 し  
た 。
運 動 と し て 、 自 転 車 エ ル ゴ メ ー タ ー （ A E R O B I K E 7 5 X L I I ， コ ン ビ ウ ェ ル ネ ス 社 製 ， 日 本  
） を 用 い て 7 5 %  V O 2 m a x 負 荷 の 毎 分 ６ ０ 回 転 の 自 転 車 ペ ダ リ ン グ 運 動 を 6 0 分 間 実 施 し た  
。 各 試 行 の 4 時 間 前 に プ ラ セ ボ 飲 料 ま た は 難 消 化 性 食 品 成 分 添 加 牛 乳 を 2 0 0 m L 摂 取 し た 。  
食 事 は 前 日 の 夜 、 当 日 の 朝 ・ 昼 の す べ て 規 定 食 を 配 布 し 、 前 日 の 午 後 8 : 0 0 か ら 翌 朝 の 午 前  
9 : 0 0 の 測 定 が 終 了 す る ま で 水 以 外 の 摂 取 を 制 限 し た 。
測 定 は 、 人 工 気 象 室 で 室 温 2 1 ℃ 、 湿 度 5 0 % の 環 境 下 で 行 っ た 。 呼 気 ガ ス を 以 下 の タ イ ミ ン  
グ で 採 取 し た ： 安 静 時 で は 椅 座 位 開 始 か ら 5  分 間 ， 運 動 時 で は 運 動 開 始 か ら 3 分 、 1 5 分 ，  
3 0 分 ， 4 5  分 お よ び 6 0 分 の 時 点 。 各 測 定 ポ イ ン ト の 1 分 前 か ら 1 分 間 の 測 定 値 の 平 均 値 に  
よ り 、 各 時 点 で の 値 を 算 出 し た 。
安 静 時 お よ び 運 動 時 の エ ネ ル ギ ー 代 謝 は 、 採 取 し た 呼 気 ガ ス （ 酸 素 摂 取 量 （ V O 2 ） お よ び  
二 酸 化 炭 素 排 出 量 （ V C O 2 ） ） を 用 い て エ ネ ル ギ ー 代 謝 分 析 器 （ エ ア ロ モ ニ タ A E - 3 1 0 S ，  
ミ ナ ト 医 科 学 社 製 ， 日 本 ） の 自 動 算 出 に よ り 、 脂 質 酸 化 量 、 炭 水 化 物 酸 化 量 （ 多 糖 類 で あ  
る 澱 粉 や グ リ コ ー ゲ ン の 酸 化 量 を 表 す ） 、 ブ ド ウ 糖 酸 化 量 （ 単 糖 類 で あ る ブ ド ウ 糖 ( グ ル コ  
ー ス ) の 酸 化 量 を 表 す ） 、 及 び 呼 吸 交 換 比 を 求 め る こ と に よ り 測 定 し た 。 呼 吸 交 換 比 か ら 、  
体 内 で の エ ネ ル ギ ー 基 質 の 酸 化 状 況 （ 脂 肪 か グ ル コ ー ス が 消 費 さ れ た か ） を 知 る こ と が で  
き る 。
【 結 果 と 考 察 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
結 果 を 図 １ ～ ４ に 示 す 。
運 動 開 始 3 分 後 の 脂 質 酸 化 量 に 関 し て は 、 難 消 化 性 食 品 成 分 添 加 牛 乳 摂 取 の 場 合 4 2 1 ± 6 1  
m g / 分 で あ り 、 こ れ は プ ラ セ ボ 摂 取 の 場 合 の 2 6 3 ± 8 6  m g / 分 と 比 較 し て 高 か っ た （ 図 １  
） 。 一 方 、 同 3 分 後 の 糖 質 酸 化 量 （ Ｃ ） （ 多 糖 類 の 酸 化 量 ） は 、 難 消 化 性 食 品 成 分 添 加 牛  
乳 摂 取 の 場 合 1 2 5 7 ± 1 4 8  m g / 分 で あ り 、 プ ラ セ ボ 摂 取 の 場 合 1 6 8 1 ± 2 4 5  m g / 分 で あ っ  
た （ 図 ２ ） 。 ま た 、 糖 質 酸 化 量 （ Ｇ ） （ グ ル コ ー ス の 酸 化 量 ） は 、 難 消 化 性 食 品 成 分 添 加  
牛 乳 の 場 合 1 3 9 7 ± 1 6 4  m g / 分 で あ り 、 プ ラ セ ボ 摂 取 の 場 合 1 8 6 8 ± 2 7 2  m g / 分 で あ っ た  
（ 図 ３ ） 。 運 動 開 始 3 分 後 の 糖 質 酸 化 量 （ Ｃ ） お よ び 糖 質 酸 化 量 （ Ｇ ） は 、 い ず れ も 難 消  
化 性 食 品 成 分 添 加 牛 乳 摂 取 の 場 合 は プ ラ セ ボ 摂 取 の 場 合 と 比 較 し 、 低 い 傾 向 を 示 し た 。 呼  
吸 交 換 比 に 関 し て は 、 難 消 化 性 食 品 成 分 添 加 牛 乳 摂 取 の 場 合 、 プ ラ セ ボ 摂 取 の 場 合 に 比 較  
し て 、 運 動 序 盤 に 低 い 値 で あ り 、 こ れ は 脂 肪 代 謝 が 促 進 さ れ た こ と を 示 し て い る （ 図 ４ ） 。
さ ら に 、 6 0 分 間 運 動 の 総 脂 質 酸 化 量 を 曲 線 下 面 積 で 評 価 し た 結 果 、 難 消 化 性 食 品 成 分 添 加  
牛 乳 摂 取 の 場 合 1 8 5 6 5 ± 2 1 2 9 で あ り 、 こ れ は プ ラ セ ボ 摂 取 の 場 合 の 1 4 9 1 6 ± 2 2 8 2  と 比  
較 し て 有 意 に 高 か っ た 。 一 方 で 、 糖 質 酸 化 量 の 曲 線 下 面 積 は 、 糖 質 酸 化 量 （ Ｃ ） お よ び 糖  
質 酸 化 量 （ Ｇ ） 共 に 、 難 消 化 性 食 品 成 分 添 加 牛 乳 摂 取 の 方 が プ ラ セ ボ 摂 取 時 よ り 低 い 値 を  
示 し た が 、 両 試 料 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。
こ れ ら の 結 果 は 、 難 消 化 性 食 品 成 分 添 加 牛 乳 摂 取 に よ り 、 運 動 開 始 初 期 （ ０ ～ １ ５ 分 後 ）  
、 特 に 開 始 ３ 分 後 に 脂 質 代 謝 が 活 性 化 す る こ と 、 更 に 、 6 0 分 間 継 続 し た 運 動 で も 、 脂 質 代  
謝 が 亢 進 し て い る こ と を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 短 い 運 動 で も 脂 肪 消 費 が 促 さ れ ダ イ エ ッ  
ト 効 果 が 得 ら れ る 可 能 性 が あ る （ ダ イ エ ッ ト 食 品 へ の 応 用 ） と 共 に 、 体 重 制 限 等 が あ る 競  
技 の ア ス リ ー ト に お い て も 体 重 調 整 中 に 筋 肉 で は な く 脂 肪 を 優 先 的 に 除 去 す る こ と が で き  
る 好 ま し い 減 量 に 応 用 で き る 。 ま た 、 ア ス リ ー ト に お い て は 、 競 技 の 序 盤 に 脂 肪 由 来 の エ  
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ネ ル ギ ー を 使 用 し 、 後 半 の 勝 負 所 ま で グ ル コ ー ス 等 の 糖 質 由 来 エ ネ ル ギ ー を 温 存 で き る の  
で 成 績 の 向 上 が 期 待 で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 の 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 に よ れ ば 、 運 動 時 の 脂 質 代 謝 を 促 進 さ せ る 組 成 物 及 び 方 法 を 提 供 す る こ  
と が で き る 。 本 発 明 の 組 成 物 に よ れ ば 、 運 動 時 に お い て 、 脂 質 代 謝 を 優 先 し て 促 進 す る こ  
と が で き る の で 、 体 脂 肪 率 低 下 に 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 組  
成 物 を 、 短 時 間 の 運 動 と 組 み 合 わ せ た 場 合 に 、 無 理 な く 減 量 で き る の で 、 肥 満 ま た は メ タ  
ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 予 防 ま た は 治 療 に 用 い る こ と が で き る 。 本 発 明 の 組 成 物 は 、 体 重  
制 限 等 が あ る ア ス リ ー ト に お い て も 、 体 重 調 整 中 に 筋 肉 で は な く 脂 肪 を 優 先 的 に 除 去 す る  
こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 組 成 物 は 、 持 久 力 が 必 要 な 競 技 に お い て は 、 競 技 の 序 盤  
に 脂 肪 由 来 の エ ネ ル ギ ー を 使 用 し 、 後 半 の 勝 負 所 に 、 糖 質 由 来 の エ ネ ル ギ ー を 温 存 で き る  
の で 、 成 績 の 向 上 が 期 待 で き る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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